
ヨコハマＲ委員会 第８回全体会議 

日時：平成 26 年７月２日(水) 
15：00~16：50 

場所：松村ビル別館５階 502 会議室 
 
１ あいさつ 
（委員長） 

市民・事業者の皆様方の目線が一同に介して知恵を出し合い、発生抑制につながる議論

ができる場というのは、他の自治体でもなかなか少ない。その中でこの委員会は重要な意

味を持っている。 
今年度も市民・事業者の皆様にご協力を得て、少しでも市民・事業者にとって持続可能

なしくみになるようなヒントが出てくると良いと思うので、引き続きご協力をお願いした

い。 
 

（資源循環局長） 

 今年の４月から、３Ｒ夢プランの第２期推進計画がスタートした。今年は「ごみと資源

の総量を平成 21 年度比、3.5％以上削減する」ことを目標とし、生ごみ・プラスチック類、

古紙の削減に重点を置き、リデュース・リユースの取組を進めるとともに、分別リサイク

ルの徹底を図るなど、更なる３Ｒを推進していく。 
 これまで、委員会に寄せられた提案をもとに具体化した取組の拡がりにより、３Ｒ行動

が市民・事業者の皆様に浸透してきたが、さらにリデュース行動を推進していく必要があ

る。 
 今年度は、「食品ロス」の削減も施策の重点として取り組んでいく。委員の皆様にも市民・

事業者の立場から、どのような取組が効果的か幅広くご検討いただきたい。 
 
２ 委員紹介 
別紙名簿のとおり委員の紹介 
 

３ 議事 
（１） 平成 26 年度の活動について 

事務局から資料 1、2 のとおり説明があり、委員会の活動概要を了承。検討会議は提案が

寄せられた場合に開催、全体会議は年２回開催。 
 
委員長：今年度は特に、「リデュース」の基本に立ち戻って、どのように取組を推進して

いくか等、各委員間で情報共有を行うことに重点を置いている。本日も、委員

からの活動紹介があると思うので、ぜひ活発な情報交換をお願いしたい。 
 



（２） 報告事項 

・「マイボトルスポット」の取組状況について（資料３、４、５のとおり報告） 
・「割り箸等削減キャンペーン」について（資料６のとおり報告） 
「キャンペーン」の実施結果について、委員より補足説明 

・「食品ロス」の削減啓発映像について（資料７のとおり報告） 
 

 （報告事項に関する質疑応答） 

 委 員：「食品ロス」削減の啓発映像については、英語が使われていることで分かりに

くいという意見があったが、イラストを多く用いて、日本語の補足を加えた

かたちで制作し、プロジェクト内で了承したうえで、完成した。 
 委員長：英語表記で仕上がっている良さもあると思う。「リデュース（ＲＥＤＵＣＥ）」

という言葉も英語であるし、映像を見ることで、覚えることができる。また、

横浜は国際都市でもあるので、広く活用できることもあると思う。 
 事務局：各収集事務所や各区役所において、小・中学校、高校、大学に出向いて啓発

を行っている。各学校において、このＤＶＤを流し、職員が説明を加えなが

ら、学習に使用していきたいと考えている。働きかけの切り口を変えて普及

を進めていきたい。 
     また、地域へも動画を直接お見せして啓発していくことは非常に効果的だと

考えている。 
 委 員：各講演の場でも活用していく中で、どのようなアプローチ法が効果的か考え

ていきたいと思う。 
 
 委員長：「割り箸等削減キャンペーン」は、良い取組だと思うので、今回の具体的な効

果や再検討する点もふまえながら、ぜひ継続的に進めていただきたい。 
 
（３） 委員による活動紹介 

 ・横浜十店会（株式会社丸井様）の活動について（資料８のとおり紹介） 

 

 （活動紹介に関する質疑応答） 

 委 員：他の店舗でも取組を実施しているのか。 
 委 員：全店で行っている。「婦人靴の下取りチャリティー」は、一部の店舗で実施し

ている。 
 委員長：資源の循環や、支援に活用できない商品は、どのように対応しているのか。 
 委 員：お預かりした後に、活用できないと判断したものは、最終的にエタノールの

資源として活用できるよう循環を図っている。 
 委員長：とても良い取組だと思うので、今後もこの委員会の中で継続的に取組の報告

いただけると良いと思う。 
 



（４） 検討会議の報告について 
 ・26-A1 寄せられた提案・意見について（資料９、10 のとおり報告） 
 
（検討会議の報告に関する質疑応答） 

  委 員：現在、スーパー等でも簡易包装が進んでいるが、現状としてどのような販売

方法があるのか。 

  委 員：バラ売りで販売しているものも多くあるが、フードパックが使用されている

場合もまだまだ多くある。 

  委員長：画期的に技術革新もされていて、環境に負荷のない包装も開発されていると

思うがどうか。 

  委 員：トレーやポリ袋の材質や軽量化の動きが進んでいる。トレー等には品質保持

や商品を入れるなどの一定の役割があるが、その中でどう減らしていくかが

焦点である。 

  委員長：法律に基づくことや消費者のニーズもあり、軽量化が進む中で、容器包装の

役割も果たすこともあって、ずいぶん開発が進んでいる。このような現状を

消費者にも分かりやすく提供できると良いと思う。さらに、取組がうまく進

むように、消費者がどのような選択をすると良いのか等、消費者と事業者の

双方が分かるように伝えていけると良いと思う。 

  委 員：リデュースやリサイクルの取組をどのように進めているか等、環境に配慮し

た取組の事例集を各事業者が出している。 

  委員長：今後また本件については、容器包装の観点で、委員会の会議の中で委員の皆

様から良い情報提供、情報交換をしていただけると良いと思う。 

 
４ 情報提供 等 
・「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」第２期推進計画について 
（資源政策課より別冊のとおり説明） 

・６月の環境月間の取組について （資料 11、12、13 のとおり説明） 
・エコ・クッキング講座の開催報告について（資料 14 のとおり報告） 

 
（情報提供等に関する質疑応答） 

  委 員：「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」の概要版は、どこでどのように配布されているのか。 

      市内の子育て支援拠点や子育てひろばの中で、乳幼児の親子にこのような情

報をぜひ広めていきたい。 

  事務局：概要版は、各区の環境事業推進委員に配布しており、内容をご理解いただい

た上で、地域で広めていただくようにお願いしている。また、各収集事務所

及び各区役所にも配布している。 

  事務局：各収集事務所では、保育園・幼稚園等に出向いて、人形劇や紙芝居、ゲーム

等を取り入れた啓発を行っている。子育て支援拠点にもお伺いすることがで



きるので、収集事務所あてご連絡いただければ、直接職員が出向いて説明す

ることができる。 

  委 員：環境関係の団体の勉強会等でも、内容の説明に来ていただけるのか。 

  事務局：ご連絡いただければ、職員が直接出向いて説明させていただく。 

 
５ その他 
 
６ 閉会あいさつ 
（企画調整担当部長） 

 本委員会は、市民・事業者・行政の三者で特に「リデュース」をどのように推進してい

くか、各立場から知恵を出し合っていただく組織だが、今回の会議では、各委員からご意

見をいただいた。 

 今後も、この委員会の場を活用して、いろいろなかたちで、取組にご協力いただきたい。 
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